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南極大陸

～氷の

の歴

ない

史を探る④

中生代～

I火山活動が全大陸をおおった

中生代のうちとくにジュラ紀には南極大陸全体に

わたって火山活動がはげしかった.南極半島ではこ

の時期に各時代をつうじてもっとも重要た火山活動(酸

性～中性)があり東南極ではソレアイト質玄武岩の

溶岩流の噴出や岩床の貫入がおこたわれたのである･

そのたかには氷河が存在した痕跡は認められない､

むしろ南極半島では亜熱帯性気候であり東南極でも

両生類ノ･チュウ類がシダ類植物の繁茂した間に生活

していた温和な時代であった.

南極大陸の歴史をつうじてプレカンブリアを除いた
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木崎甲子郎

地質時代のなかで氷河が存在したかったのはこの中

生代だけであった.この中生代のひと時代前の古生代

末期には大陸は厚い氷床でおおわれていたのである.

南極半島と西南極の中生代の火山活動をのべるには

やはり南極半島を中心としたいわゆる南極アンデスの

地史をひととおりのべておかねばたるまい.

II南極アンデスの地史一南極半嵩一(第1図)

南極大陸のたかで東南極と西南極とが地形学的に

もまったくちがっ亡いることはすでにのべたとおりで

ある.地質学的内容も東大陸はプレカンブリアの岩
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南極半島とスコチア弧�
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〔K〕Fさ十Fさ〔K〕Fさ十Fe
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〔Na〕〔Ca〕〔Na〕

南極半島パタゴニア

石を中心にしたプラットフォｰムであり西南極は南ア

メリカのアンデス帯に連続する環太平洋変動帯の一環で

ある.だからまったく別のプロセスを経ててきた両

者が現在ひとつの大陸に融合していることにたる.

南極半島の基盤:南極半島やスコチァ弧の基盤には

プレカンブリアの変成岩類が点々と露出している.

これが西南極や南極半島の基盤にたっているが東南

極にひろがっているプレカンブリアの岩石類との関係は

まだわからない.古生代末の火山岩や貫入岩類がマル

ガリｰチ湾で報脊されているがこれもくわしいことは

わかウ)ない.

初期のアンデス地向斜:おもに南極半島の先端ト

リニティｰ半島に分布している地向斜堆積物である.

その厚さは13,000皿にも達しグレイワッケ頁岩シ

ノレト岩礫岩アルコｰズ砂岩珪岩石灰質頁岩次ど

からなっているがほとんど化1石が見つかっていたい.

わずかに発見された化石の破片からほぼ石炭紀の地層

〔K〕Rε→一Fd

xNa-KlC刮
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上部ジュラ紀の火山=岩類の

､

＼

分化作用の特徴(エディｰ

＼

＼1964ロｰドン1970)
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〔C刮〕〔N宜〕〔Ca〕

東エルスワｰス山脈

とされている.かたり強く櫓曲し白亜紀末期のアン

デス避大岩類によって熱変成をうけている.

この厚い堆積物は南アメリカアンデスから連続する地

向斜の堆積盆に溜ったものである.

この時代東南極では氷床におおわれ陸成層が発達

していた.だからこの堆積物のたかに東の陸地か

ら流れてきた氷礫土あるいは前号でのべた氷蝕をうけ

た石英粒などが発見される可能性もある.石炭紀にお

ける東西南極の関係はこんなところからわかってくるか

もしれない.

マゼラン地向斜:初期のアンデス地向斜(石炭紀)の

地層が摺曲し上昇して陸地となりそして削剥される

のは中生代のはじめ頃であった.ジュラ紀の中頃から

末期にかけて南極半島一帯は激しい火山活動の場に

なりふたたび海一マゼラン地向斜一になっていくので

ある.トリニティｰ半島の東側にゆるく福山した中部

ジュラ紀の地層か石炭紀の地層の上に不整合にのって

いる.この地層は礫岩や頁岩からたる互層だが多数

アンバｰス島の最高峰フ

ランセｰズ山(2,761m)�
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〔K〕Fε十Fさ〔K〕Fε十Fε

の保存のよい植物化石を含んでい

るので有名である.おもにシ

ダ類や松柚類の葉や幹である.

黄金色の黄鉄鉱のなかにみごとに

保存されているものもあるという.

この地層の次かには淡水巻貝

魚骨や水生カブトムシセミカ

タツムリなどの昆虫も発見されてAIKxMgA1K秋Mg

いる.この豊富な化石群から当〔N･〕〔Ca〕〔N･〕〔C･〕

時の豊かた生物相をはっきり規定第3図南極半島の基盤の火成米第4図デセプション島の火I■■砦

することができる.昼たお暗いほど生い繁った松相類タゴニァ東エルスワｰス山脈の上部ジュラ紀火山岩類

の森林にはシダ類が下草になっている.森のあちらこの分化作用の硬向をしめしたものである.三地域とも

ちらには湖が点在し湖では巻貝や魚や水生カブトムシ回じ傾向をもっていることはあきらかだ.しかし基

が泳ぎまわりの森ではセミが鳴きカタツムリがはって盤の火成岩類やデセプション島の第三紀から現世にかけ

いた.現在の南極半島からは思いもよ,らたいおだやての火山岩類のマグマ型とはちがっている(第34図)､

かな風景である.そしてその生物相からみると現在よ

り暑い亜熱帯型の気候であったと思われる､だから当南極半島では下部白亜紀の地層はすくたい.パタ

時の南極半島が極圏から遠い赤道よりに位置していたゴ三アからのマゼラン地向斜の続きカミあるはずなのだが

と考えるのは当然のことだ.よくわかっていない.上部自亜紀にたると化石の多

ところが中部ジュラ紀も末になると地層のなかにい礫岩や砂岩頁岩の5,000m以上の厚い地層が半島の東

凝灰岩層が多くなってくる.火山爆発の証拠である.北部で調査されている.その地層から多数のアンモナ

そしてこの火山灰や集塊岩が平和な森林や生物を破壊イド巻貝二枚貝環形動物(ヒノレの類)矢石(べ

しはじめる.ある凝灰岩層の次かには焼けて炭化したレムナイト)魚類のほかイセエビの化石まで発見され

木の幹が点々と残っており当時の火山爆発の激しさ牽ている.海成層ではあるが松袖類がときたま見つか

物語っていた.りこの白亜紀層が堆積したところは陸地からそう遠い

どころではない.南極半島での白亜紀の層序学古生物

ジュラ紀末になるとこの火山活動は南極半島全体に学的な対比研究はまだよく進んでいないためわからた

ひろがっていくのである.この時代の火山岩は安山いことが多い･半島のつけねにあるエルスワｰス山脈

岩石英安山岩から流紋岩にいたる溶岩集塊岩凝灰ではジュラ紀と白亜紀の間に大きな堆積や構造の閲

岩で｣溶結凝灰岩もあるらしい.この火山岩類の厚さ隙がありその間に造山運動カミあったとロｰドン(1970)

は3,000mにおよぶ厚いものである.はのべている.しかしそれが南極半島にもあるのか

この火山岩類はその後白亜紀末期のアンデス迷入とうかはっきりしていたい.南極半島からメリｰバ

岩体の影響をうけて変質している.輝石ホルンフェルｰド陸地にわたっては一連のアンデス造山帯と考える

スに変成したものプロピライトにたったものたどカミあのが現在の常識だが最近の断片的た報告を見ると

る.岩石学的にいえばこの火山岩類はカルクァル両者にはすこしちがうところがあるようだ.

カリ岩系に属している.第2図abcは南極半島パ

アンデス迷入岩類:白亜紀の末か

'〔K〕Fδ十Fざ.'〔K〕蝸十五6一ら錦三紀の初頭にかけていわゆるア

ンデス送入岩類の活動があった.

はんれい岩ガ･■ら花嵩岩にわたる各種の

深成岩類の迷入活動である.この活

動は南アメ.リ率アンデス帯の特徴的た

深成活動でそれは南極半島から西南

極のエルスウｰズ山脈をへてメリｰ

:ン服ヅ1脈･K･･麦･｡､バイ陸地にまで連続している･･こ

./Nべ)南極半島.〔C･〕〔N･〕パタゴニア〔C･〕､のアンデス送入岩類は南極半島の中核

第5図後期向斑綱のアンデス避入者類�
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カイルｰ(1963〕

第6図現生のペンギン(実線)と第三紀中新世の化石

ペンギン(点線)カイルｰ(1963)

部に広く分布し地表全体の80パｰセントを占めるほど

膨大たものである.岩質は塩基性のカンラン石はんれ

い岩から閃緑岩をへて花陶岩まで種々の変化に當み

交代作用や混成作用など複雑な構造をしめすことカミ多

い.

この岩類の化学成分を検討してみると同じマグマ系

列から晶出して形成されたカルクァノレカリ岩系であるこ

とがわかった(第5図).この傾向はジュラ紀の火山岩

と同じである.つまりジュラ紀の火山活動のもとに

たったマグマカ泊亜紀の末にふたたび今度は深成岩と

して南極半島やパタゴニアのアンデス変動帯の中核部

に迷入したことにたる.

第三紀:第三紀の堆積岩は分布がすこししか

わかってい次い.南極半島北東部のセイマｰ島の北端

とコックバｰン島だけである.そこではまた数多く

の貝類や松粕類や南極ブナのような潤葉樹類の化石カミ採

取された.またセイマｰ島ではペンギンの化石が発

見されている.これまで第三紀中新世の地層から10

種のペンギン化石が報告されている.そのうち4種が

セイマｰ島4種がパタゴニア2種がニュｰジｰラン

ドからである.セイマｰ島の化

石のうちあるものは現在南極大

陸周縁に生きているペンギンより

ずっと体長が大きいものだった

(第6図).しかしペンギンが

生きていたからといって寒かった

のではない.南半球では現在

でも南米の中緯度やオｰストリラ

ァ南岸にペンギンが生きている.

当時の生物相からみるとむしう

温暖であったと推定されるのであ

る.

始新世にはすでに西南極に氷床

があったと考えられていること.

と生物相から推定される温暖な

気候との矛盾についてはすでにの

べたとおりである.

第三紀には火山活動も盛んであった･中新世には

アルカリカンラン石玄武岩を特徴とする火山活動がおも

である.凝灰岩溶岩集塊岩や角礫岩などすべてカ

ンラン石玄武岩質のものである.海底にも溶岩が流れ

こみ大量の枕状溶岩を作っているが大部分は陸上の

噴出物であった.第三紀の火山活動カミどのくらい続い

たかあるいは現在までひきつづいているのかまだは

っきりしていたい.南極半島の西側にはデセプション

島のように第三紀末期から現在までひきつづいている

ものもある.

デセプション火山:デセプション島のいちばん新し

い火山活動は1969年2月21日の爆発である｡テリｰ

やイギリスの基地カミ被害をうけたことは耳新しい出来事

である.

この島を最初に観察したのはイギリス海軍の“シャ

ンテクリｰア"号に乗っていたケントｰノレであった｡

1829年のことである.彼の科学的た記録によるとこ

の島にはあちこちに火山活動カミ見･られた.無数の温

泉(88℃)カミ噴出し火口からは硫化水素を含んだ流れ

や蒸気孔があり海岸に沿って硫気孔カミあった1838

年この島を訪れたジョンソンは｢温泉や3～4フィ

ｰトの小さた火口から絶えず熱い蒸気が音をたてて噴

き出している｣と報告している.1842年スマイリ

ｰは｢デセプション島の南側は全体が火事のように火を

噴いていた.13個の火口が活動しているのを数えるこ

とカミできた｣といっている.

このサウスシェトランド諸島の東側に沿って火山帯が

あり19世紀以来いくつかの火山噴火の報告がある｡

･南極半轟西側ウインケ島(アンバｰス島の東側)とオ;■シュンペンギン(曙と水か紬をン劣絶)�
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デセプション島の北方にあるブリッジマン島は1821年

ポウエノレによって火口から噴煙が見えたと報告され

ている.またフランスの探検家デュモンデユア

ビノレは1838年にチャｰルスウィルクスは1839年に

それぞれ｢強い硫黄の匂がただよってきた｣と記録して

いる.1880年にはリンチとエルドレッドがこの島に

最初に上陸したとき一匹のオットセイを殺した.そ

のオットセイの片側の毛がぜんぶ焼け切れていた.当

時ブリシジマン島は煙を噴いていたのでこのオット

セイはたぶん熱い溶岩か火山の火に接触したのにちが

いないと考えたのである.しかし1909年にシャ

ノレコｰがこの島の傍らを航海したときにはもう火山

カミ活動している様子はまったくたかった.現在もその

しるしはない.

デセプション島の火山岩は鮮新世の先カルデラ系(ポ

ｰトフォスタｰ層群)と第四紀の後カルデラ系(ネプチ

ュンベロｰスベンダラムコｰブウェｰラｰズ

ベイ層群)に分けられる.ポｰトフォスタｰ層群は

溶岩流集塊岩軽石凝灰岩ですくたくとも4つの火口

から噴出したものである.このポｰトフォスタｰ層

群ができたあと島の中央部が陥没しカルデラを生じ

た.そこに海が侵入して環状の島にたった.その

後カルデラ壁に沿う断層を通って溶岩が噴出したので

ある.

まず集塊岩とカンラン石玄武岩(ネプチュンベロ

ｰズ層鮮)つぎにソｰダに富む安山岩溶岩(ペンダ

ラムコｰブ層灘)最後の噴火は氷河のモレンの上に

多量の火山弾を含む玄武岩類(ウェｰラｰズベイ層群)

であった.その化学成分をみると塩基性のものから
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第7図デセプション島の発達過程

4つの中心から火1』仮の噴出(ボｰトフォスタｰ層)(点郁)

カルデラ陥没によってカルデラの周りに3つの島ができる(､1王(部)

ネプチュンベロウズ層の噴出(外輪1』1ができる)

ペンダラムコｰブ層の噴出(粗い点部はネプチュンベロウズ層)

ウェイラｰズベイ層の噴川(おそらく1842年質まで)

現在の硫気孔と温泉の分布および1967年と1969年の噴火1-1

(ホｰクス1961に迫力n)

南極半鳥西側ペルティル水道

左はウィンケ島(上部ジュラ紀

の火111岩層)右手は不英閃緑卦

(アンデス避人体)�
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ソｰダに富むものまですべての範囲にわたっている

(第4図).1967年にはカルデラ湾の奥で噴火して小

さな島を作り1969年には湾の東側で割目に沿って噴

火している(第7図).

南極大陸の最初の発見者は誰か

火山の報告を見てもわかるように高名の探検家もい

るが無名のアザラシ狩りもいる.実際には18世紀か

ら19世紀にかけて活躍した海獣猟師たちが多かったので

ある.

キャプテンクックは1773年すでに3回も南極圏

(南緯66度30分)を越えていた.メリｰバｰド陸地

沖では南緯71度10分の当時の最南下記録をうちたてて

いた･しかし海氷にはばまれて陸地の影も見ること

はできたかった.1775年初頭フエゴ島の南東ではじ

めて典型的な南極の陸地を発見しアイノレオブジョ

ｰジアと命名し上陸して旗を立て｢皇帝の

である｣とクックはのべている.

スコチァ弧や南極半島そして南極大陸周辺の島女は

18世紀から19世紀にかけて各国とくにアメリカとイギ

リスのアザラシやオットセイ狩りの船によって発見され

たものが多い.かれらは港や基地やよりよい猟場を探

しもとめて激しい競争をしていた.政治的にみれば

18世紀に南アメリカにむかったイギリス貿易が拡大し

それに対抗するアメリカとの経済的商業的なせりあいを

反映したものであった.だからせりあう猟船のうし

ろにはそれぞれの政府がひそかに支持を与えていたの

である.

クックがジョｰジア島やサウス､サンドウィッチ島

など南方の海に豊富た動物資源があることを報告したの

にひかれて多くの海獣猟船が南方にでかけた.イギ

リスあるいはアメ.リガ東岸の小港から南の海べ猟にで

名においてアイルオブジョｰジアの領有

を宣して発砲した｣.これカミ南極地域で新し

く発見した土地にたいするイギリスの最初の領

土宣言であった.現在のサウスジョｰジア

島である･しかし実際にこの島を最初に発

見したのは1756年にスペインの船レオンであ

ったのだが.

｢そそりたつ粗岩は雲に入り不滅の雪が渓

間をうずめ一樹の蔭さえもたく妻楊枝にも

たらぬやぶ｣に｢いまやこの落旭を目のま

えにしながちも自分はさまで動ずることもた

かった.この一例から全体を推せば南極大

陸は発見に値するものではなさそうだったから

南極半島ペルティル水道の小島(プリｰスト島)の

アンデス避大岩類の石英閃緑岩(ミグマタイト質)�
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がけた小さな帆船の数は200隻以上にのぼった.こう

して海獣の捕獲は見さかいのない大虐殺とたりたち

まち猟場は枯渇しいきおい新しい猟場を探して南極

大陸にこれら海獣猟船による探検航海がおこなわれる

ようになった1しかしこのようた海獣猟船の航海に

ついてはただ漠然とした記録があるだけでくわしい

研究もたい.もしその航海日誌や報告をくわしくしら

べていたなら南極大陸発見についての意外なことがあ

きらかにたったにちカミいたい.

そのたかのひとつで記録がはっきりしているのは

一人の海獣猟船の船長がまちがいたくクック以来はじ

めて南極大陸を発見したということである.1819年2

月グリｰンランドの捕鯨船で氷海航行術を学んだウィリ

アムスミスの帆船ウイリアムス号はバノレパライソから

プレｰト川に機械の荷を運ぶ途中ケｰプホノレンの沖

合で荒天のためはるか南方におし流されてしまった｡

降雪と強風がおさまって晴れあ

がってみると雪を頂いた陸地

が眼のまえにあった.

海図上南緯62度争0分西経60

度にこれを書き入れた.バ

ノレパライソに帰っ`てこの話を

したが誰も信用したかった.､

そこで｡そあ年の奉!0月ふ

たたぴその地を訪れ上陸に

成功レイギリス国旗を文て

ニュｰサウスブリティン

と名づけることにした.こ

れが後のサヴズシェトラ

シド諸島である.翌年ス

ミス船長のウイリアムス号はエドワｰドブランスフィ

ｰルドを指揮官としてこの近辺の調査をおこなった.

そしていくつかの島を発見し最後に南極大陸の一端

をはじめて望見したのである.｢もやカミ晴れたとたん

にまったく思いがけたく南西方に陸地を見た.四時

には北東から東にひろがる島にとりかこまれた.それ

らの島はみん肢恩いきり陰気な景色であったけれども

ただひとつ好ましいことはこの眺めをみていると南

緯64度から東の方につらなっている陸地学長いことさ

がしもとめられていた南方大陸かという気がしてきた.

･その陸地をトリニティ委員会に敬意を表してトリ

ニテイランドとよぶことにした｣1820年1月30目の

ことであった.

これが南極半島北半のトリニティ半島つまり南極大

陸の一端を発見したいきさつである.ブランスフィｰ

ルドとスミスが南極大陸の発見者なのだろうか?イギ

ウインケ島のルイジデイサボイヤ山(1,435m)

左手に見完るのはテリｰ南極観測船

どロトバルドウ号

ウインク島西側の.1二部g主ラ紀大川瑞層�
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リス人はそれはたしかだというだろう1ところカミロ

シァ人はそうは思っていない.

ロシア海軍のフェビアンゴットフリｰブフォン

ベリングスハウゼンの率いる“ボストｰク"と“ミ

ルヌイ"の二隻が南極周航をおこたったのは!819年か

ら21年にかけてのことであった.1820年1月28目ベ

リングスハウゼンは前方の海面上に高くそびえて東から

西へはてしたく続く氷の壁を見た.この巨大な氷壁は

船をとりまいている氷山とはあきらかにちがうものであ

った.事実この付近は110年後ノルウェｰのリｰ

ザｰラルセン探検隊がプリンセスマｰサ海岸と命名

し現在南アフリカ隊の基地(サナエ)のあるところだ.

彼は大陸だとははっきり書いていないが陸が近いこと

に知っていた.棚氷の端に達していたのである.ソ

ビエト連邦はペリングスノ･ウゼンを南極大陸発見者とし

1820年1月28目を発見の目付にしている.フランスフ

ィｰノレドとスミスがトリニティ半島を発見したわずか2

目前のことである.

アメリカでは海獣猟師であったナタニエノレハｰマｰ

を発見者だとする人もいるが.本人の正確次記録がた

いのでこれはあやしいとみる人が多い.(引用はロｰ

レンスカｰワン｢白い道｣加納一郎訳によった)

皿1東南極では玄武岩マグマが噴出する

南極半島を中心として西南極ではジュラ紀に安山

岩や流紋岩のカノレクァノレカリ岩系の火山爆発があり火

山灰を飛ばし溶岩を流していた頃東南極ではソレア

イト質玄武岩が岩床として送入したり溶岩になって地

表を流れていたのである.

ビｰコン累廣群:東南極大陸のとくに南極横断山

脈には古生代初期とプレカンブリアの地層や変成岩深

成岩の基盤の上に欠きた不整合がある.この不整合面

はほぼ水平でその上に古生代末から中生代にかけての

砂岩を主とする陸成層と火砕岩が平らにのっている.

これがビｰコン累層群とよばれている地層である.こ

の地層の中部から下部には氷河遺跡の漂礫岩(デイライ

ト)やグロソプテリスだとのゴンドワナ大陸を証拠づけ

る化石があちこちから発見されている.

このビｰコン累層灘を貫いて粗粒玄武岩(フェラｰ

粗粒玄武岩)の岩床が大量に貫入し一部は溶岩流(カ

ｰクパトリック玄武岩)になって地表に噴出している.

そのまえに火山爆発があった:フェラｰ粗粒玄武岩や

カｰクパトリック玄武岩が活動するまえ中部三畳紀か

らジュラ紀のはじめにかけて酸性の火山活動があった.

その場所はカｰクパトリック玄武岩のあるベアドモア

氷河周辺地域である.この酸性から中性の火砕岩堆積

物をプレブノレ層灘とよんでいる.このプレブル層群は

下から凝灰岩凝灰質砂岩火砕角礫岩で最上部は火山

泥流にたってその上はカｰクパトリック玄武岩におおわ

れている.

じつは酸性の火山活動はもっと古くからはじまって

いる.二畳紀の地層にも薄い凝灰岩のはさみがあり

すでにこの時期に火山灰を降らせるようた火山活動があ

ったことがうかがわれる.この二畳紀には南極横断山

脈を中心に氷床が存在していたのだから一方では氷床

から氷河が流れだし他方で火山が火山灰をふきあげて

いたという光量が想像される.

三畳紀になって氷河が消失し種子シダ類が繁りリ

アデレイド島の東側上部ジュラ紀の火山岩類とアンデス遊大岩類からなっている�
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策1表ジュラ紀の南半球玄武岩質岩石中のSエ師/Sr畳6

岩�石�名�S工87/Sr86

タス�マ�ニア�O.7115

�1篶箏��0.7123

����㌀

����㌀

�ドロニングマウド陸地��O.7055

�カルｰ(南アフリカ)��O.7057

�シエラヘラル(南アメリカ)��O.7057

��rコ･ノプフ1､･ノ仙1q棚�フアウレ1971､

(コノフストン他1968ファウレ1971)

ストロサウノレスだとのノ･チュウ類が生きていた当時の地

層のなかにも火山性砂岩がはさまれており火山活動の

あったことを偲ばせる.そして三畳紀の中頃酸性の

火山活動は最高潮に達し大爆発が起こりプレブノレ層灘

が堆積したのである.大きな火山礫や火山泥流の様子

から考えると火山の中心がベアドモア氷河付近にあっ

たらしい.だが火口や溶岩がみつかっていないので

火山灰や軽石が西南極から飛来したという可能性もいま

の段階で否定することはできない.とにかく二畳紀

から三畳紀にかけて火山灰を降らせた酸性の火山活動が

三畳紀後半からジュラ紀になって最盛期を迎えた.そ

して突然のように塩基性のフェラｰ粗粒玄斌岩の貫入

やカｰクパトリック玄武岩の噴出という事件に移ってい

ったのである.このことはちょうどその頃1がゴンド

ワナ大陸の解体した時期肢ので地殻の応力状態の変化

カミ火山活動一マグマ形成のメカニズムｰに変化をもたら

したのかもしれたい.

フェラｰ粗粒玄武岩:この粗粒玄武岩は岩床や

岩脈としてビｰコン累層鮮の上から下までいたるとこ

ろに避入している.その量が膨大なのでビｰコン累

層鮮の堆積岩は粗粒玄武岩岩のたかに巨大なブロックに

たって浮んでいるようにみえるほどである.そしてそ

の岩質カミ堅固なため山稜や山頂や崖を作り背景の雪や

氷と真黒なこの粗粒玄武岩と赤く風化したビｰコン砂岩

との色の配分は壮大な南極横断山脈を美しく彩っている.

この粗粒玄武岩の年代は同位体元素法(K-Ar法)に

よって1.5～1.9億年にわたるものであり下部～中部ジ

ュラ紀に送入したものであることがわかった.

この時代は地球上の安定大陸の各所で玄武岩の活動

があった.南半球ではタスマニアや南アフリカのカノレ

ｰ粗粒玄武岩はそれらの母岩がビｰコン累層灘と似た

地層であり同時代の同じ火山活動の産物である.さ

らにブラジルにもこれに似た玄武岩が知られている.

〔K〕Fε組

上部のカｰブは

AIK-Fε十Fを一Mg

下部のカｰブは

み･･一･一･且箕琴､粗粒玄武岩

Nとカｰクパトリック

◎

玄武岩の分作作用

H:斜方輝石ソレア

､｡塙､晦｡:ぱ棚ソ

レアイト型

〔N齪〕〔C2〕

N:ノｰライト

H:斜方輝石ソレアイト型P:ピジョン輝石ソレアイト型

N=ノニライト

この粗粒玄武岩の一部は地表に噴出して溶岩流にたって

いる.南極横断山脈の中央部にあたるベアドモア氷河

地域に中心がありカｰクパトリック玄武岩とよばれて

いるのがそれである.ビｰコン累層灘の最上部をおお

って流れている.それ以後この地域(東南極)には堆

積物が見あたらないのでジュラ紀以降東南極はずっ

と陸地であったことにたる.

このカｰクパトリック玄武岩は厚さ500mにおよぶ厚

いものだが何枚もの溶岩流の積み重匁りである.そ

のあいだに薄い凝灰岩や珪質泥岩をはさんでいる.そ

の泥岩のたかからカイエビや全骨類の魚の化石が発見さ

れ淡水の湖があったことがわかった.

溶岩が流出したあとの休止期に湖カミ生じそこに生物

が住む.そのあとふたたび溶岩の噴出という何回か

の繰返しがあったようだ.

フェラｰ細粒玄武岩とカｰクパトリック玄武岩:ともに典型

的なソレアイト質の玄武岩で斜長石と輝石が斑晶にた

っている.輝石にはフッウ輝石ビジョン輝石シソ

輝石があり粗粒玄武岩はその輝石によって三つに分類

されている(第8図).この玄武岩類の特異たところは

石基にこまかい石英と長石をかなり含んでいるため珪酸

分が58パｰセントもあることである.だから岩石の組

織からは玄武岩であるのに化学成分上はむしろ安山岩

に近い.またストロンチウムの同位体比Sr87/Srs6を

とってみるとこれまた異常に高い値をしめした(第1表).

塩基性初生マグマのSr87/S工目伍の平均値は0.7065だから

これより大きい値はアダマの単純卒結晶作用によっては

できない.地殻物質を融かしこんだためと考えられる･

珪酸分がふつうより多いのも同じ理由だと考えるとつじ

つまがあう.

第1表の玄武岩質岩石のSr87/Srs6の値を見ると2つ

のグルｰプに分けられる.ひとつはSr87/Sr86の大き

いタスマニアと南極横断山脈でありもひとつは値の小

さいドロニシグマ1ウド陸地力ノレｰとシエラヘラル

である.この地域的な･Sτ8?/Sr鰯の値のちがいは何を�
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意味するのだろうか?これは地殻の厚さやマグマの発

生場所発生のメカニズムたどに問題を投げかけそうで

ある.

第9図を見ていただきたい.この図は南半球大陸各

地の岩石の古地磁気の方位から復元したジュラ紀の大陸

の分布である.黒く塗った部分は玄武岩類の分布をあ

らわしている.Sr87/S工86による2つのグルｰプはこの

大陸の古地理的分布に矛盾したい.つまりタスマニ

アｰ南極横断山脈地域とドロニングマウド■カルｰ'

シエラヘラノレ地域とは極点付点を境にして地域的にも

グルｰピングができる.その理由にはいろいろ議論が

あるにしてもこのジュラ紀の大陸分布の大すぢは間違

っていないであろう.こまかくいえばタスマニア

オｰストラリアはもっと酉に移したほうが話がよく合う.

なぜこんたことを問題にするかというと岩石の残留

磁気から求められる古地磁気の方位からは古緯度はわ

かるが古経度は直接もとめることができない.だか

ら第9図の場合でも南極を南アメリカとアフリカの

間の同じ緯度のところにもってくることもできる.し

かしそれでは地質の分布からおかしいので第9図の

ようにするのである.したカミって大陸の配置をきめ

るときには地質学のうらずけがどうしても必要になって

くる.

w中生代の南極は大洋だった

こうして大陸の配置をきめるとジュラ紀の南極は

大洋のなかにある.三畳紀も白亜紀もこの分布と大

きくちがわたいから中生代の南極は大洋のなかにあっ

たのである.

大洋だから氷があったとしてもその地質学的記録は残

らたいだろう.しかしむしろ大洋だからまわりの大

陸に二畳紀にあった氷河作用カミなくなったというのがほ

南ア

ぐ

1々

紀･

南

極

第9図

ジュラ紀}頃の大陸の

分布と粗粒玄武岩の分

布(ステフアンソン

���

①北剖1ピクトりア1窪地②クイｰンマウド山脈

③ペンサコラ｣l11脈④ド日ニングマラド1蛯地

⑤カルｰ盆地⑥シェラヘラ｣レ

んとらしい.というのはいちばん南極に近かった

オｰストラリアに中生代の氷河の痕跡はたいのである.

一時オｰストラリアの白亜紀にデイライトが発見され

たと報告されたことがあったがそれは古生代末のデイ

ライトが洗い流されて再堆積したものであった･その

うえ酸素の同位体比(018/0蝸)を調べて当時の気温を

推定すると14｡～16.Cの温暖た気候であることもわか

った.

たとえ極付近の気温が低くて海氷ができるような

状態であったとしても海が凍れば太陽輻射熱反射量が

増大し気温を下げる効果はあるだろうが大洋のなかな

ので一定以上の効果はあげ得肢い.そのうえ海面に

蓋をすることになるので水分の蒸発量カミ減り降水量

が少なくなる.氷河や氷床の形成はおもに降水量に左

右されるので降水量の減少によって氷河や氷床もでき

ず氷河期になることもたかったのである.

古生代の終わりから中生代にかけて大陸が分離して漂

移した結果南極地域は大洋にたり氷河は消えさり中

生代の温和た気候が訪れたのである.では氷床にお

おわれたゴンドワナ大陸とはたにか.話はさらにひと

時代さかのぼっていかなげ

ればたらない､

(筆者は北海道大学理学部地質学

教室

アデレイド島付近から東方

の南極半島

(注)写真はすべて勝井

義男博士の撮影によ

るものである.

ご好意を感謝したい�


